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メルマガ２月（6４号） ＜特集＞やめない会員を増やす「帰属意識」 

 

＜退会率の低いクラブ事例＞ 

スポネット常念（長野県安曇野市） 
～安曇野を味わいながら地元の良さを発見～ 

 

１．クラブのあり方・考え方 

 

（１）スポネット常念の退会率の低さ 

 スポネット常念は、平成 20 年 3 月に発足した総合型クラブです。会員数は、平成 20 年度は

217 名、平成 21 年度は 219 名で微増し、平成 22 年度は 259 名と 18％も増加しました。

何よりも、退会率の低さ（継続率の高さ）が、このクラブの特長です。 

低退会率（高継続率）に影響を与えている、クラブのあり方・考え方をご紹介します。 

 

（２）クラブ名も地域の特色を生かして 

臼井吉見の小説『安曇野』の中で、堀金小学校に赴

任してきた佐藤校長は、月曜日の訓話で常念岳の話を

必ずしたと書かれています。 

      

『常念を見ろ、今朝は機嫌がいいと見えて、あのとお

り晴れている。常念を見ろ、今朝はあいにく姿を見せ

てくれないが、よく勉強してあすの朝お目にかかろう。 

常念を見ろ、今朝は雪をかぶっているが、ちっとも寒

がってなんかいない』など。 

常念岳と拾ケ堰 

こうして月曜日の朝は、全校一斉に常念岳に目を注ぐのだったそうです。 

  このように地域の象徴である、標高 2,857ｍの常念岳に見守られている安曇野市堀金地域で、

スポーツを通じて住民のネットワークが構築される事を願いながら、クラブの名称も「スポネッ

ト常念」としています。 

 

（３）クラブ発足のキッカケを大切に 

近年は、安曇野のような自然に恵まれた田園地域でも住民のつながりが薄れかけています。誰

でも気軽に参加でき、道で出会っても、「この間はお疲れさま。楽しかったですよね」の会話が広

がればと、クラブの立ち上げが始まりました。 このキッカケを大切にし、会員には安曇野の素

敵なところを味わっていただく企画を盛り込みながら活動しています。 

 

２．地元の良さを発見する事業 

 

（１）拾ヶ堰と常念岳の景観を味わう 

 安曇野を流れる灌漑用に作られた用水路である拾ヶ堰（じっかせぎ）は、江戸時代の文化 13

年に造られ、北アルプスの山岳を背景に緑豊かな田園風景を醸し出し、満々と清らかな水をたた

え緩やかに流れています。 



2 
 

常念岳が見つめるこの用水路沿いに、「さわやかに ラン＆ウォーク」のコースを設定し、お年

寄りから小学生まで 16 名程が、毎月

2 回の教室に参加し、自分のペースに

あったランニングやウォーキングを楽

しんでいます。 

 また、このコースは元旦マラソンに

も利用し、雪化粧した北アルプスを眺

めながら、安曇野市の市民を中心に

170 名の参加者が、新年をマラソンで

スタートしています。 

 
拾ケ堰沿いのラン＆ウォーク 

 

（２）廃線敷に昔の蒸気機関車の思いを馳せて 

旧国鉄篠ノ井線は明治 35 年に全線開通

し、長野県の南北を結び多くの人や物資を

運搬してきました。昭和 45 年に蒸気機関

車が姿を消して電化され、昭和 63 年に新

線が完成した事で 86 年間の役目を終えま

した。レンガ積みの漆久保トンネルや当時

の信号機など面影が残る廃線敷きをウォー

キングイベントに活用し、3 万本のケヤキ

の木が植えられた廃線沿いを 54 名の参加

者が心地よく歩きました。                廃線敷でのウォーキング 

 

（３）安曇野を訪れる皆さんをお出迎え 

アルプス花街道の活動は、長野冬季オリンピック開催を機に、安曇野を訪れる皆さんを気持ち

よくお迎えしようと、平成 9 年に始まりました。安曇野市内の県道・市道脇にマリーゴールド

を植栽し、潤いのある地域づくりに向けて、市民と行政が一緒に汗を流す協働によるまちづくり

に取り組んでいます。 

安曇野市全体で 82 団体 1,456 名の仲間が活動していますが、クラブでは堀金地域の日本ア

ルプスサラダ街道沿線を担当し、活動拠点である堀金総合体育館の東でお出迎えの花を管理して

います。5 月の定植から始まり、夏の水やりや管理、11 月上旬の片付けまで会員が分担しなが

ら行い、地域活動への積極的な参加をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お招きの花街道  
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３．地域を誇りに思うこと 

このように地域の自然や季節おりおりの変化、歴史や先人の知恵を振り返る機会を数多くつく

り、地域の良さを再認識し誇りに思うことが、「地域＝クラブ」による帰属意識を会員の心の中に

醸成していると思われます。 

また、アルプス花街道にあるように、地域外の人を意識して地域を良くしようとする活動によ

り一体感を感じることができます。このような活動を継続することで、設立のキッカケとなった

「地域のつながり」の再構築に一歩ずつ近づいているのではないかと思います。 

 

（臼井良臣 安曇野総合型地域スポーツクラブ スポネット常念 会長） 

 

 

 

＜安曇野総合型地域スポーツクラブ スポネット常念 プロフィール＞ 

１ 設立 年月：平成 20 年 3 月 24 日 

     経緯：体育指導員が中心となって、手軽なスポーツによって地域のつながりを深める。 

２ 地域 安曇野市堀金地域 人口 安曇野市：99,335 人 堀金地域：9,440 人 

（平成 23 年 1 月 1 日現在） 

        特性：自然を愛し、水と緑の薫る安曇野市、常念岳を中心とした北アルプス山岳を 

背景に緑豊かな田園風景を醸し出している地域 

３ クラブ 会員数：259 名 

            特徴：多世代でスポーツを楽しむ教室やイベントを企画し、地域のつながりの再構 

築を目指している。 

            予算規模：3,000 千円 

４ 連絡先 〒399-8211 長野県安曇野市堀金烏川 2662 番地 安曇野市堀金総合体育館内  

            TEL・FAX：０２６３－７２－６３４ 


